
平成30年度 全国自治体調査結果
（ 近畿 ）

・ 自治体調査・回答率 ・近畿 227自治体中149自治体から回答があった。
回答率：自治体数では、65 .6％、人口比では、82 .１％

・ 回答結果（人口比）

週1回、月2－3回の収集が多い
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・ 回答結果（人口比）

他の資源物と混合収集が多い

袋（指定・任意)収集が多い
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・ 回答結果（人口比）
ステーション収集が多いが、戸別
収集も他の地域と比べると高い

パッカー車が多い。
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・ 回答結果（人口比）
原則取るが、取れないものは無理に
取らないが多い

両方とも資源化が大部分。
ただし、中が汚れていないこと

56.9%

44.2%

41.5%

52.3%

0% 25% 50% 75% 100%

全国合計

近畿
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